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中
国
炭
鉱
見
聞
記

高

橋

良

平

ま
え
が
き

四
年
前
、
あ
る
学
会
誌
に
中
国
の
石
炭
に

つ
い
て

一
文
を
書
く
よ
う
依
頼
さ
れ
た
。

日
本
か
ら
は
既

に
数
回
の
調
査
団
が
中
国

に
出
て
い
る
事
を
承
知
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
う
ち
の
誰
か
に
執
筆
を
依
頼
す
る
よ
う
主
張
し
、
中
国
に
行

っ
た
事
も
な

い
私

は
土
台
書
く
資
格
が
な

い
と
固
辞
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら

つ
い
書

か
さ
れ
る
破
目
と
な

っ
た
。
地
質
学
は

い
う
迄
も
な
く
フ
イ
ー
ル
ド

・
サ
イ

エ
ン
ス

の
最
た
る
も
の
で
、
ブ
イ
ー
ル
ド
で
先
ず
自
分
の
目
で
物
を
見
、
観
察
す
る
の
が
地

質
学
の
基
本
で
あ
る
と
日
頃
学
生
に
も
云

い
聞
か
せ
て
い
る
の
で
、
行

っ
た
事
も
な

い
中
国
の
炭
鉱
に
つ
い
て
書

い
た
事
に
ひ
ど
く
負
い
目
を
感
じ
、

一
度
は
自
分
の
目

で
確
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思

い
が
日

一
日
と
高
ま

っ
て
い
た
。
幸

い
、

中
国
煤
炭
鉱
業
部
の
計
ら

い
で
、

一
昨
年
、
北
京
石
炭
化
学
研
究
所
、
開
藻
炭
鉱
、

大
同
炭
鉱
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
西
安

の
煤
炭
鉱
業
部
煤
炭
科
学
地
質
勘
探

所
で
は
、
多
く
の
研
究
者
と
意
見
を
交
換
し
、
五
日
間
講
義
を
行

っ
て
周
辺
炭
鉱
の

専
門
家
と
も
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、
昨
年
十
月
に
は
、
要
請
さ
れ
て
山
東

鉱
業
学
院
で
二
週
間
の
講
義
を
す
る
機
会
に
、
山
東
省
で
最
も
近
代
化
さ
れ
た
興
隆

炭
鉱
と
無
煙
炭
の
み
を
採
掘
し
て
い
る
井
亭
炭
鉱
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

等
炭
鉱
の
地
質
や
採
炭

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
事
は
他
の
報
文
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
見
学
し
た
炭
鉱
の
雰
囲
気
や
印
象
な
り
を
雑
然
と
記
す
に
止
め
た
が
、
こ

の
雑
文
が
中
国
炭
鉱
を
少
し
で
も
理
解
す
る
助
け
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

中
国
の
石
炭
資
源

世
界
の
石
炭
埋
蔵
量
は
約
十
兆
ト
ン
と

い
わ
れ
、
こ
の
う
ち
の
二
〇
%
に
当
る
二

兆
ト
ン
が
中
国
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
中
国
は
疑
い
も
な
く
ア
メ
リ
カ

・
ソ
連
と

な
ら
ん
で
世
界
の
三
大
石
炭
資
源
国
で
あ
る
。

ま
た
、

一
九
四
九
年
の
革
命
直
後
、
世
界
第
十
位

の
石
炭
生
産
国
に
す
ぎ
な
か

っ

た
中
国
は
き
び
し

い
努
力
を

つ
み
重
ね
、
現
在
で
は
七
億
ト
ン
/
年

の
生
産
を
誇
る

世
界
第
二
位
の
石
炭
生
産
国
と
な
り
名
実
共
に
石
炭
大
国
と
な

っ
て
い
る
。
中
国
に

お
け
る

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
占
め
る
石
炭
の
比
率
は

一
九
八
二
年
に
は
七

一%
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
で
は
七
三

・
八
%
で
あ
り
、
今
世
紀
末
、
二
〇
〇
〇
年
迄
に
エ

ネ
ル
ギ
i
総
生
産
量
を
二
倍

に
す
る
中
国
政
府
計
画
の
鍵
は
石
炭
鉱
業
に
あ
る
と
い

わ
れ
、
二
〇
〇
〇
年

に
は
実
に
十
二
億
ト
ン
の
生
産
量
と
す
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て

い
る
。
衰
退
を
続
け
年
産

一
、
八
〇
〇
万
ト

ン
の
生
産
量
維
持
に
青
息
吐
息
す
る
日

本
の
石
炭
行
政
と
こ
の
中
国
の
石
炭
政
策
と
は
将
に
月
と
ス
ッ
ポ
ン
ほ
ど
の
ち
が
い

が
あ
り
、
石
炭
鉱
業
に
対
す
る
意
気
ご
み
は
終
戦
直
後

の
日
本
と
同
じ
、
或

い
は
そ

れ
以
上
で
あ
る
と
云

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

中
国
の
石
炭
生
産
は
煤
炭
鉱
業
部

(日
本
の
省
に
相
当
す
る
規
模
で
、
石
炭
省
と

で
も

い
う

べ
き
か
?
)
が
直
接
管
理
す
る
統
配
炭
鉱
と
省
、
県
、
市
或

い
は
人
民
公

社
が
経
営
す
る
非
統
配
炭
鉱
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
両
者

の
出
炭
の
比
率
は
三

対
二
程

度
で
あ
る
が
、
将
来
計
画
で
は
非
統
配
炭
鉱
の
出
炭
を
よ
り
高
め
る
方
向
に
あ
る
と
い

う
。
通
常

一
〇
鉱
内
外
の
統
配
炭
鉱
が

一
つ
の
鉱
務
局
に
属
し
、
全
国
に
は
こ
の
鉱



務
局
が
約

一
〇
〇
あ
り
、
年
産

一
、
五
〇
〇
万
ト
ン
以
上
の
七
大
鉱
務
局
の
ほ
か
五

〇
〇
万
ト
ン
以
上
を
生
産
す
る
鉱
務
局
も
二
〇
内
外
は
あ
る
。
非
統
配
の
地
方
炭
鉱

の
数
は
実
に

一
九
万
八
五
〇
〇
で
あ
り
、
全
国

の
炭
鉱
労
務
者

・
職
員
数
は
四
六

〇
万
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
以
前
か
ら
北
部
に
石
炭
埋

蔵
量
が
片
寄
り
す
ぎ
南
部
工
業
地
帯
に
北
部

の
石
炭
を
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事

に
悩
ん
で
き
た
が
、
最
近
は
南
部
の
炭
田
も
急
速

に
開
発
さ
れ

一
九
七
二
年
の
北
部

の
出
炭
量
年
間
延
び
率
が
六

・
四
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
部
で
は
二
倍
以
上

の

一

三

・
六
%
の
延
び
率
と
な

っ
て
い
る
。
七
大
鉱
務
局
の
ご
く
概
要
を
示
す
と
次

の
通

り

で
あ
る
。

ω
難
西
鉱
務
局

(黒
竜
江
省
)

"
九
炭
鉱
が
所
属
し
埋
蔵
量
は

一
六
億
ト
ン

(強

.
中
粘
結
炭
)
で

一
、
三
〇
〇
～

一
、
七
〇
〇
万
ト
ン
の
年
産
量
で
あ
る
。

②
鶴
南
鉱
務
局

(黒
竜
江
省
)

日
五
炭
鉱
が
所
属
し
埋
蔵
量
は
六
八
億
ト
ン
で

一、

三
〇
〇
～

一
、
七
〇
〇
万
ト
ン
/
年

の
中
粘
結
炭
を
生
産
す
る
。

㈹
撫
順
鉱
務
局

(遼
寧
省
)

日
一
層
で
四
〇
～

=
二
〇

m
の
炭
層
厚
で
あ
る
の
で

大
規
模
露
天
掘
を
中
心
に
二
、
○
○
○

～
二
、
五
〇
〇
万
ト
ン
/
年
を
生
産
し
、

埋
蔵
量
は

一
四
〇
億
ト
ン
と
算
定
さ
れ

て
い
る
。

⑥
阜
新
鉱
務
局

(遼
寧
省
)

日
弱
粘
炭
～

一
般
炭
を
五
〇
億
ト
ン
埋
蔵
し
二
、
○

○
○
～
二
、
五
〇
〇
万
ト

ン
の
年
産
で
あ
る
。

⑤
開
漿
鉱
務
局

(河
北
省
)

"
中
国
最
大

の
鉱
務
局
で
七

つ
の
大
規
模
炭
鉱
を
擁

し
、
強
粘
結
炭

一
四
〇
億
ト

ン
の
埋
蔵
が
算
出
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
二
年

の

生
産
量
は
二
、
〇

一
〇
ト
ン
、
採
掘
深
度
三
〇
〇
～

一
、
〇
五
〇

m
で
機
械
化

が
進
み
、
水
力
採
炭
も
行
わ
れ
て
い
る
。

⑥
准
南
鉱
務
局

(安
徽
省
)

日
一
一
炭
鉱
を
傘
下
に
収
め
埋
蔵
炭
量
は

一
〇
〇
億

ト
ン
で
約
二
、
○
○
○
万
ト
ン
の
年
生
産
を
あ
げ
て
い
る
。

㎝
大
同
鉱
務
局

(山
西
省
)

日
=
二
炭
鉱
が
稼
働
中
で
あ
り
埋
蔵
量
四
〇
〇
億
ト

ン
の
大
炭
田
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
に
は
二
、
四
〇
〇
万
ト

ン
以
上
が
生
産
さ

れ
て
い
る
。

大
行
政
区
別
埋
蔵
炭
量
と
し
て
は
華
北
区
が
最
大
で
中
南
区
は
最
小
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
華
北
区
が
従
来
か
ら
よ
く
調
査
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
今
後
南
部

の
中
南
、
西
北
、
西
南
区
の
調
査
が
進
む
に

つ
れ
そ
れ
等
行
政
区
の
埋
蔵
量
は
当
然

増
加
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

二

中
国
の
炭
田
分
布
と
地
質
概
要

一
つ
の
炭
田
の
埋
蔵
量
が

一
、
○
○
○
億
ト
ン
を
越

す
も
の
も
あ
る
が
、
一
〇
〇
億

ト
ン
以
上
を
埋
蔵
す
る
炭
田
は
全
国
で

一
〇
ヶ
所
、
五
〇
～

一
〇
〇
億
ト
ン
の
も
の
は

七
ヶ
所
、

一
〇
～
五
〇
億
ト

ン
の
も
の
は

一
七
ヶ
所
と

い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現

在
で
も
新
ら
し

い
探
鉱
技
術
の
開
発

・
導
入
に
よ

っ
て
新
炭
田
の
発
見
が
続
い
て
い

る
。中

国
炭
田
の
地
質
時
代
は
古
生
代
石
炭
紀
か
ら
新
生
代
第
三
紀
に
わ
た

っ
て
い
て

個
々
の
炭
田
の
地
質
状
況
は
誠
に
多
様
で
あ
り
、
特
に
秦
嶺
隆
起
帯
を
境
に
し
て
北

側
の
華
北
型
炭
田
と
南
側
の
華
中

・
華
南
型
炭
田
に
大
別
さ
れ
る
も
の
の
、
違

い
は
含

炭
層

一
覧
表
に
示
す
よ
う
に
著
し

い
。

古
生
代
の
炭
田
は
東
北
行
政
区
の
吉
林
省
松
閥
炭
田
と
華
北
区
蒙
古

(自
)
の
大

青
山
炭
田
の
線
を
北
限
と
し
て
中
国
各
地
に
分
布
す
る
。
上
記
の
華
北
、
華
中

・
華

南
両
型
の
分
布
境
界
は
お
お
む
ね
地
理
的
境
界
に

一
致
し
て
い
る
が
、
華
中
型
の
う

ち
江
蘇
省
北
部
と
安
徽
省

の
中

・
北
部
炭
田
は
地
質
的
に
は
華
北
型
で
あ
る
。
華
北

区
で
は
含
炭
層
は
石
炭
紀
中
期
に
出
現
し
二
畳
紀
前
期
迄
爽
有
さ
れ
て
い
て
海
成
層

も
伴
わ
れ
て
い
る
が
、
二
畳
紀
中
期
以
降
で
は
海
成
層
を
含
ま
な

い
陸
成
層
の
み
と

な

っ
て
い
る
。

一
方
、
華
中

・
華
南
区
で
は
華
北
区
に
欠
除
し
て
い
る
古
生
代
中
期

の
地
層
は
全
て
堆
積
す
る
た
め
石
炭
層
は
既
に
石
炭
紀
前
期
の
地
層
か
ら
爽
在
さ
れ

始
め
、
二
畳
紀
後
期
の
地
層
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

中
生
代
の
炭
田
は
中
国
各
地
に
分
布
し
古
生
代
炭
田
と
同
様
華
北
地
区
と
東
北
地



地
質
時
代
別
爽
炭
層

一
覧
表

◎
最
重
要
爽
炭
層

○
重
要
爽
炭
層

図一1中 国炭田位口図

地

質

時

代

代
紀

生
三

新
第

代生中代生古

鮮
新
世

漸
新
世
～
始
新
世

白
亜
紀
下
部

ジ

ュ
ラ
紀
上
部

ジ

ュ
ラ
紀
下
部

三
畳
紀
上
部

蟹

上
部
{
購

二
戸下
蔓

鱗

紀

【
上

部

炭

(
中

部

石

F
下

部

爽

炭

層

北

部

○
撫

順

層

六
盤
山
層

◎
難
西
層
群

◎
大
同
層
群

○
延
長
層
群

◎

下
部
石
盒
子
層

◎
山
西
層
群

◎
太
原
層
群

本
渓
層
群

南

部

伊

曇

層

油
柑
窩
層

門
口
由
僧
群

安

源

層

大

隆

層

○
竜

潭

層

染

山

層

梓
山
層
群

測

水

層

代
表
的
炭

田

北

部

撫

順

賀

蘭

山

難

西

大

同

陳

西

東
部

准

南

開

潔

西

山

本

渓

南

部

立
皐

甫

、
ソ
玉

こ
ノ
ー

百

色郷郷

合

山

南

京

梁

山

零

都

梓

門

橋

区
に
大
規
模
炭
田
は
集
中
し
て
い
る
が
、
古
生
代
炭
田
の
よ
う
に
華
北
型
、
華
中

・

華
西
型
と
い
う
対
立
的
な
特
色
は
も
は
や
見
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。
中
生
代
の
爽

炭
層
は
す

べ
て
陸
成
層
で
、
大

・
小
の
湖
盆
で
形
成
さ
れ
た
地
層
で
あ
る
。
炭
層
は

古
生
代
の
炭
層
に
比
べ
て
膨
縮
甚
だ
し
く
、
ま
た
連
結
性
に
乏
し
い
。
炭
質
は

一
般

に
涯
青
炭
で
あ
る
が
中
生
代
後
期
の
石
炭
で
は
所
に
よ
り
ま
だ
褐
炭
の
段
階
に
あ
り

石
炭
化
が
進
ん
で
い
な

い
も
の
も
あ
る
。
但
し
、
埋
蔵
炭
量
四
〇
〇
億
ト
ン
で
、
出

炭
量

の

一
七
%
を
占

め
る
中
国
第
二
位
の
大
同
炭
田
は
中
生
代
ジ

ユ
ラ
紀
の
炭
田

で
あ
り
、
又
東
北
地
区
の
阜
新
炭
田
、
.難
西
炭
田
も
ジ

ュ
ラ
紀
の
重
要
な
炭
田
で
あ

る
。新

生
代
の
炭
田
は
き
わ
め
て
少
な

い
。
撫
順
炭
田
の
よ
う
に
炭
質
、
炭
量
共
に
優



れ
た
炭
田
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
華
中

・
華
南
区
に
散
在
す
る
炭
田

の
多
く
は
炭
量
も
少
な
く
褐
炭
で
あ
る
。
炭
層
は
中
生
代
炭
と
同
様
に
膨
縮
甚
だ
し

く
急
激
に
分
岐

・
薄
化
す
る
も
の
が
多
い
。

三

炭
鉱
見
聞
記

前
述
し
た
よ
う
に
、
以
下
の
見
聞
記
は
訪

問
し
た
炭
鉱
の

一
部
の
概
要
と
雰
囲
気

を
伝
え
る
の
が
目
的
で
あ
り
詳
細
な
炭
鉱
資
料
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
事
を
前

以
て
断

っ
て
お
き
た

い
。

D

開

炭
鉱

炭
鉱
の
歴
史
は
古
く
日
本
の
高
島
炭
鉱
に
似
た
経
緯
が
あ
る
。

一
八
七
八
年
英
国

資
本
の
開
平
鉱
業
公
司
が
唐
山
砿
と
林
西
砿

の
操
業
を
開
始
し
、

一
九
〇
六
年
清
政

府
が
藻
州
鉱
業
公
司

に
よ
り
趙
各
庄
砿
と
馬
家
溝
砿
の
操
業
を
開
始

し
た
が
、

一
九

一
二
年
開
平
鉱
業
公
司
が
灘
州
鉱
業
公
司
を

吸
収
し

、
こ
こ
に
開
藻
炭
鉱
管
理
処
が

よ
う
や
く
開
設
さ
れ
た
。

一
九
四
九
年
の
革
命

に
よ
り
地
区
が
開
放
さ
れ
、
資
本
家

も
経
営
を
放
棄
し
て
政
府
が
直
轄
す
る
こ
と
に
な
り
天
津
に
本
部
が
お
か
れ
た
が
、

一
九
七
八
年
開
藻
鉱
務

局
が
唐
山
市
に
開
設

さ
れ
て
よ
う
や
く
現
在
の
姿
に
な

っ
た

も
の
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
七
月
二
八
日
の
直
下
型
大
地
震
に
よ
り
開
灘
鉱
務
局
の

各
鉱
は
総
て
大
打
撃
を
う
け
て
い
る
。
坑
内

の
施
設

・
坑
道
は
被
害
を
う
け
な
か

っ

た
が
殆
ん
ど
の
立
坑
は
倒
壊
し
、
停
電
し
た

た
め
入
坑
者
は
徒
歩
で
昇
坑
し
、
儀
牲

者
は
出
な
か

っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
炭
層
基

盤
の
石
炭
岩
層
か
ら
高
圧
水
が
突
出
し

坑
内
は
水
没
し
て
揚
水

・
復
旧
に
か
な
り
の
期
日
を
要
し
た
由
で
あ
る
。
唐
山
市
を

中
心
と
す
る
地
上
建
造
物
は
総
て
破
壊
し

つ
く
さ
れ
、
現
在
新
し

い
ア
パ
ー
ト
建
設

が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
駅
舎
も

ま
だ
仮
駅
で
、
駅
前
の
其
処
彼
処
に
は

今
な
お
地
震
の
す
さ
ま
じ
さ
を
示
す
建
物
の
残
骸
が
残

っ
て
い
る
。
炭
田
は
東
西
五

五
㎞
、
南
北

=
二
㎞
、
約
六
五
〇
㎞
に
及
ぶ
東
西
に
細
長

い
炭
田
で
あ
り
、
中
央
の

開
平
向
斜
を
軸
と
す
る
盆
状
構
造
を
な
し
、
多
く
の
部
分
は
洪
積
層
に
覆
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
炭
田
の
開
発
は
炭
田
中
央
を
東
西
に
走
る
京
山
線
の
北
側
の
浅
部
に

限
ら
れ
、
南
側
の
炭
層
賦
存
状
態
は
明
ら
か
で
な
か

っ
た
が
、
現
在
で
は
南
翼
部
の

開
発
も
進
み
萢
各
荘
、
呂
家
蛇
、
林
西
、
唐
家
荘
の
各
炭
鉱
が
操
業
中

で
あ
り
更
に

銭
家
営
、
宋
家
営
な
ど
の
新
炭
鉱
が
開
発
中
で
あ
る
。
稼
行
炭
層
は
五
〇
〇

m
の
爽

炭
層
部
中
の
五
～
七
枚
で
あ
り
炭
層
厚
は
○

・
八
～

一
〇

m
、
採
掘
深
度
は
S

・
L

魏
三
〇
〇
～

窓

一
〇
五
〇

m
で
あ
る
。
開
藻
鉱
務
局
八
炭
鉱
の
労
働
者
総
数
は

一
二

六
、
○
○
○
人
、

坑
内
労
働
者
は
五
七
、
○
○
○
人
、

技
術
者
二
、
○
○
○
人
、

う
ち
工
程
師

(技
師
)
は

一
、
○
○
○
人
、
出
炭
量
は
二
、
〇

一
〇
万
ト
ン
/
年
で

あ
る
。
さ
て
、
こ
の
開
藻
鉱
務
局
で
は
萢
各
庄
炭
鉱
に
入
坑
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
炭
鉱
の
総
工
程
師
は
朱
際
維
、
生
産
副
鉱
長
は
招
鴻
枢
さ
ん
で
あ
る
。
従
業

員

一
六
、
○
○
○
人
、
内
坑
内
夫
七
、
○
○

○
人
、
出
炭
三
三
〇
万
ト

ン
/

年
で

現
在
七
切
羽
を
稼
働
し
、
こ
の
う
ち
四
切
羽
は
自
走
枠
、
カ

ツ
タ
ー
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー

を
組
合
せ
た

"総
合
機
械
化
"
が
さ
れ
て
お
り
中
国
で
も
き
わ
め
て
近
代
化
さ
れ
た

炭
鉱
の

一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
入
坑
に
先
立

っ
て
坑
内
着
に
着
替
え
る
の
は
何

処
の
国
で
も
同
じ
で
あ
り
、
又
坑
内
か
ら
上

っ
て
き
て
風
呂
場
で
汚
れ
を
落
す
の
も

こ
れ
又
何
処
で
も
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
炭
鉱
で
は

"歴
史
"
を
文
字
通
り
肌
で
感

じ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を

こ
こ
で
述

べ
て
お
こ
う
。

坑
内
着
は
中
国
人
民
服
と
同
じ
濃
紺
で
あ
る
。
パ
ン
ツ
迄
着
か
え
さ
せ
ら
れ
る
の

で
よ
ほ
ど
暑

い
坑
内
と
思
い
き
や
、
坑
内
ズ
ボ
ン
、
上
衣
は
何
れ
も
綿
が
は

い
っ
て

キ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
し
て
あ
り
、
更
に
そ
の
上
に
着

せ
ら
れ
た
オ
ー
バ
オ
ー
ル
も
綿
入

れ
で
あ
る
。
然
し
坑
内

に
は

い
っ
て
み
る
と

こ
れ
だ
け
の
厚
着
で
も

一
向

に
暑
さ
を

感
じ
な

い
。
日
本
で
は
真
冬
で
も
坑
内

に
は

い
る
と
す
ぐ
に
汗
が
出
て
く
る
の
に
と

不
思
議
な
気
が
し
た
が
通
気
量
の
差
で
あ
ろ
う
か
。
七
番
層
の
総
合
機
械
化
切
羽
は

一
七
〇

m
の
切
羽
長
で
あ
り
、
採
掘
炭
丈
四

・
二

m
、
ダ
ブ
ル

・
レ
ン
ジ

ン
グ

・
ド

ラ
ム
カ
ッ
タ
ー
に
よ
る
採
炭
と
切
羽
保
持
は
誠
に
見
事
で
高
度
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
窺



わ
れ
る
。
鉄
柱
の
横
を
す
り
ぬ
け
な
が
ら

「
ニ
イ

・
ハ
オ
!
」
と
挨
拶
し
て
も
炭
塵

で
真
黒
に
な

っ
だ
顔
か
ら
白

い
歯
を
の
ぞ
か

せ
な
が
ら
う
な
ず
く
だ
け
で
仕
事

の
手

を
休
め
る
こ
と
は
な

い
。

切
羽
を

一
廻
り
し
て
昇
坑
し
よ
う
と
し
た
時
は
、
丁
度
労
務
者
の
交
代
時
に
当

っ

た
ら
し
く
人
車

の
待
合
所

(?
)
に
着

い
た
時
は
既
に
大
勢
の
人
達
が
集
ま

っ
て
い

て

一
団
の
黒

い
影
を

つ
く

っ
て
い
た
。
待
合

所
の
薄
暗
い
光
に
照
し
出
さ
れ
た
吾

々

の
姿
を
目
ざ
と
く
見
分
け
た
数
人
は

一
斉

に
立
上

っ
て
長
椅
子
の
席
を
譲

っ
て
く
れ

た
が
、
そ
の
う
ち
の

一
人
が
同
行
の
鉱
長
に

"何
処
か
ら
来
た
人
か
"
等
と
矢
継
早

に
尋
ね
、
私
が
日
本
人
と
わ
か
る
と
も
う
十

重
二
十
重
に
人
垣
を

つ
く

っ
て
ワ
イ

ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
早
口
に
質
問
し
て
く
る
。
炭
塵

で
汚
れ
て
は
い
る
が
何
れ
も
二
〇
代

の
若
い
顔
で
、
笑

い
顔
が
あ
ど
け
な

い
。
日
本

で
は
つ
い
ぞ
見
か
け
な
い
光
景
で
あ

る
。
日
本
で
は
こ
ん
な
風
に
仕
事
を
終
え
人
車
を
待
ち
わ
び
て
い
る
時
に
は
、
皆
ん

な
黙
り
こ
ん
で
、
う

つ
む

い
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
影
が
や
け
に
長
く
て
淋
し
く
、
疲
れ

き

っ
て
み
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
人
車
が

到
着
す
る
と
ワ
ー

ッ
ト
飛
び
乗
る
の
も

活
気
に
溢
れ
て
い
る
が
、
坑
口
に
到
着
し
人
車
を
降
り
る
と
途
端
に
上
か
ら
黒

い

一

団
が

こ
れ
又
声
高
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
熱
気
を
ふ
り
ま
き
な
が
ら
下
り
て
来
て

ガ
チ
ャ
ン
、
ガ
チ
ャ
ン
と
音
を
た
て
な
が
ら
人
車
に
飛
び
乗

っ
て
く
る
様
も
す
さ
ま

じ
い
。
久
々
に
み
る
若

い
炭
鉱

マ
ン
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
。
昭
和
二
七
～
二
八
年

頃
の
筑
豊
炭
鉱
の
活
気
あ
ふ
れ
る
入
坑
光
影
が
ふ
と
頭
を
横
切

っ
た
が
、

こ
れ
も

一

〇
億
ト
ン
の
出
炭
を
目
指
す
中
国
炭
鉱
の
熱
気
と

一
、
八
〇
〇
万
ト
ン
の
出
炭
に
喘

ぐ
吾
が
国
炭
鉱
業
界
の
苦
悩
と
の
違

い
で
あ

ろ
う
か
。

キ
ヤ
ッ
プ
ラ
ン
プ
を
は
ず
し
、
元
の
着
替
え
の
場
所
に
戻

っ
て
く
る
と

「ど
う
ぞ
、

こ
ち
ら
へ
」
と
個
室
の
バ
ス
ル
ー
ム
に
案
内

さ
れ
た
。
坑
内
か
ら
上
る
と
大
風
呂
場

か
シ
ャ
ワ
ァ
ー
の
な
ら
ん
だ
洗
場
に
つ
れ
て
ゆ
か
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
こ

こ
は
個
室
で
然
も
板
張

の
床
が
あ
る
普
通
の
個
室
で
あ
る
。
只
真
中

に
瑳
榔
び
き
の

バ
ス
タ
ブ
が
デ
ー
ン
と
お
か
れ
、
既
に
加
減

の
よ
い
お
湯
が
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
、

風
呂
場
で
あ
る
に
違

い
な
い
。
「
マ
マ
ヨ
」
と
ば
か
り
借
り
物
の
パ
ン
ツ
を
篭
の
中
に

放
り
投
げ
て
バ
ス
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
。
石
鹸
で
粉
塵
を
洗

い
落
し
さ

っ
ぱ
り
と
な

っ
た
が
、
水
道
の
な

い
部
屋
な
の
で
上
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「ま
ま
よ
」
と
覚
悟
を
き

め
て
立
ち
上

っ
た
と
た
ん
、
廊
下
に
待
ち
う
け
て
い
た

"当
番
"
が
新
ら
し
い
お
湯

を
運
び
こ
ん
で
き
て
く
れ
て
事
な
き
を
え
た
が
、
ま
さ
か
坑
内
職
員

一
人

一
人
が
こ

ん
な
バ
ス
に
は
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
多
分
昔
か
ら
お
客
さ
ん
に
は
そ

う

す
る
仕
来
り
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
こ
れ
も
英
国
資
本
で
始
め
た
炭
鉱
の
せ

い
だ
と
炭
鉱
の
保
守
的
な

一
面
を
垣
間
み
た
思
い
で
お
か
し
か

っ
た
。
き
び
し
い
革

命
を

へ
た
炭
鉱
で
あ
り
な
が
ら
、
今
猶
こ
の
よ
う
な
英
国
の
伝
統

(
?
)
が
残

っ
て

い
る
の
に
は
些
か
驚

い
た
が
、
チ
ヨ
ッ
ピ
リ

「王
侯
貴
族
の
気
分
」
を
味
う
こ
と
も

で
き
た
の
で
あ
る
。

②
井
亭
炭
鉱

(喪
庄
鉱
務
局
)

山
東
省

に
は
二
畳
～
石
炭
紀
爽
炭
層
か
ら
な
る
炭
田
が
済
南
か
ら
徐
州
に
至
る
津

浦
線
沿

い
に
分
布
し
、
特
に
克
州
よ
り
徐
州
に
至
る
区
域
は
山
東
省
最
大
級

の
炭
田

と

い
わ
れ
、
柔
庄
炭
田
は
既
に
古
く
か
ら
採
炭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
聚
庄
炭
田
の
西

側
に
当
る
津
浦
線
沿

い
の
区
域
は
厚

い
第
四
紀
層
に
覆
わ
れ
て
従
来
石
炭
に
関
す
る

情
報
は
皆
無
で
あ

っ
た
が
、薪

中
国
に
な

っ
て
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
り
喪
庄
炭
田
西
縁

部
と
は
断
層
を

へ
だ
て
て
大
炭
田
が
伏
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
官
橋
炭
田
と
名
づ
け

ら
れ
た
が
、
井
亭
炭
鉱
は
こ
の
中
の

一
つ
で
、
ご
く
最
近
開
発

・
操
業
し
始
め
た
炭

鉱
で
あ
る
。
炭
層
は
二
畳
紀
層
中
に
爽
在
さ
れ
る

一
～
五
番
層
、
石
炭
紀
層
中
に
爽

在
さ
れ
る
六
～

一
六
番
層
で
あ
る
が
、
現
在
の
採
掘
対
象
炭
層
は
六

・
○
～
八

・
O

m
厚
さ
の
あ
る
三
番
層

一
層
で
あ
る
。
三
番
層
は
煙
斑
岩
の
逡
入
に
よ

っ
て
全
層
熱

変
質
を
う
け
天
然
コ
ー
ク
ス
と
無
煙
炭
に
変
成
し
て
い
る
。
年
平
均
出
炭
量
は
ま
だ

三
〇
万
ト
ン
に
す
ぎ
な

い
が
増
産
計
画
中
で
あ
り
数
年
後

に
は
五
〇
～
六
〇
万
ト
ン

に
ア
ッ
プ
し
た
い
と
の
事
で
あ

っ
た
。
何
し
ろ
こ
の
炭
鉱

に
は
外
国
人
は
ま
だ
訪
れ

た
事
が
な

い
そ
う
で
、
私
の
訪
問
が
告
げ
ら
れ
る
と
到
着

の
二
、
三
時
間
前
か
ら
人

垣
が
で
き
て
い
た
由
で
、
炭
鉱
入
口
の

一
〇
〇

m
も
手
前
か
ら
首
を
自
動
車
の
窓
か
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ら
突
き
出
し

「
ニ
イ

ハ
オ

.
ニ
イ
ハ
オ

」
を
連
呼

せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
私
と
し

て
は
特
に
空
前
絶
後
の

"熱
烈
歓
迎
"
の
体
験
で
、
ま
る
で
中
曽
根
首
相
が
外
国
儀

杖
兵
を
閲
兵
す
る
よ
う
な
ア
ン
バ
イ
で
あ
る
。
「高
橋
教
授
熱
烈
歓
迎

」
の
タ
テ
カ
ン

が
並
べ
ら
れ
た
炭
鉱
事
務
所
玄
関
で
は
改
め

て
田
培
用
鉱
長
以
下
炭
鉱
幹
部
総
出
の

出
迎
え
を
頂

い
た
が
、
何
ん
と
も
表
現
し
が

た
い
面
映
ゆ
い
心
境
で
あ
る
・

坑
内
労
務
者

一
、
三
〇
〇
人
、
幼
稚
園

・
小
学
校
の
先
生
方
も
含
む
坑
外
労
務
者

七
〇
〇
人
の
炭
鉱
は
隅
々
ま
で
家
庭
的
な
雰

囲
気
が
張

っ
て
お
り
、
坑
内
で
感
ぜ
ら

れ
た
労
務
者

の
温

い
熱
気
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
筑
豊
で
も
そ
う
で
あ

っ
た

が
、
無
煙
炭

の
採
掘
は
誠
に
困
難
な
も
の
が
あ
り
、
微
粉
が
た
ち
こ
め
る
の
で
作
業

は

マ
ス
ク
着
用
で
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
し
、
一
方
、
通
気
も
粉
塵
が
舞
う

の
で

一
般
炭
程

流
せ
な
い
た
め
切
羽
は
か
な
り
暑
く
、
綿
入
れ
キ
ル
テ
ン
グ
の
作
業
着

の
下
か
ら
は

何
も
し
な

い
の
に
汗
が
吹
き
出
す
程
の
蒸
し
暑
さ
で
あ
る
。
さ
す
が
に
労
務
者
は
シ

ャ
ツ

一
枚
の
軽
装
で
あ
る
が
、
こ
の
蒸
し
暑
さ
の
中
を

"手
話
"
に
似
た
手

つ
き
で

連
絡
を
と
り
な
が
ら
鉄
柱
と
切
羽
面
と
の
間
を
飛
び
廻

っ
て
い
る
様
は
モ
ノ
ク
ロ
の

活
劇
イ
ラ
ス
ト
を
み
る
よ
う
な
楽
し
さ
さ
え
覚
え
た
。

坑
内
か
ら
上
り
鉱
長
以
下
の
幹
部
と
素
裸

に
な

っ
て
大
風
呂
に
つ
か

っ
て
い
る
と

肌
の
色
も
顔
型
も
全
く
同
じ
で
、
話
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
日
本
で
仲
間
と

一
緒
に
風

呂
に
は
い
っ
て
い
る
の
と
錯
覚
さ
え
起
し
か
ね
な

い
状
景
で
あ
る
が
、
連
中
の
屈
託

の
な

い
表
情
を
見
て
い
る
と
、
利
潤
の
追
及
の
み
が
先
行
す
る
日
本
経
済
の
中
で

一

体
誰
れ
が
長
期
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
真
剣

に
考
え
て
く
れ
た
の
か
と
の
思

い
が
こ

み
あ
げ

て
く
る
。
最
も
長

い
経
験
を
も
ち
、
使

い
馴
れ
て
き
た
石
炭
資
源
を
こ
う
も

安
直
に
見
限

っ
て
し
ま

っ
て
良

い
の
で
あ
ろ
う
か
?

地
上
の
井
亭
鉱
構
内
は
な
お
雑
と
し
整
理
の
行
き
届
か
な
い
所
の
方
が
む
し
ろ
多

く
、
構
内
を
行
き
来
す
る
労
務
者
及
び
そ
の
家
族
達
の
多
い
こ
と
も

こ
の
雑
然
感
を

強
く
し
て
い
る
。
然
し
、
建
て
接
ぎ
に
次
ぐ
建

て
接
ぎ
の
構
内
諸
施
設
と
動
き
廻
る

人
影
と
の
荒
削
り
の
情
景
は
も
は
や
日
本
の
炭
鉱
で
は
見
ら
れ
な
く
な

っ
た
活
力
に

満
ち
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
活
気
は
単
に
井
亭
炭
鉱
ば
か
り
で
な
く
訪
れ
た
興
隆
炭

鉱
で
も
大
同
炭
鉱
で
も
楽
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

今
回
は
僅
か
に
垣
間
み
た
中
国
の
二
炭
鉱

の
印
象
を
綴

っ
た
が
、
恐
ら
く
中
国

の

ど
の
炭
鉱
で
で
も
同
じ
様
な
状
景
に
遭
遇
す
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

現
在
は
ま
だ
日
本

の
技
術
の
方
が
中
国
の
そ
れ
よ
り
上
廻

っ
て
い
る
の
で

"兄
弟

子
"
ぶ

っ
て
中
国
を
訪
れ
る
事
が
出
来
て
い
る
が
、
程
な
く
中
国
技
術

に
水
を
あ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
世
界
の
炭
鉱
技
術
レ
ベ
ル
か
ら
と
り
の
こ
さ
れ
て

行
く
の
で
は
な

い
か
と
案
ぜ
ら
れ
る
。
A
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こ
そ
、
百
年
、
い
や
千
年
の
大
計
を
思

い

石
炭
問
題
を
国
家
レ
ベ
ル
で
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
〃

完


